
〈
解
答
〉

1　

１　

⑴　

Ａ　
［
例
］
聞
い
た
り
、
見
た
り
、
感
じ
た
り
（
13
字
）

　
　
　
　
　
　

Ｂ　
［
例
］
自
分
の
意
見
を
情
報
と
し
て
出
力
す
る
（
15
字
）

　
　
　
　

⑵　

話
者
交
代　

　
　

２　

エ

配
点　

1 

１
⑵
、
２
は
各
３
点
、
他
は
各
２
点　

1０
点
満
点

〈
解
説
〉

1１�　

５
～
７
行
目
「
運
動
系
学
習
の
回
路
は
、
話
す
、
書
く
な
ど
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
情
報
を
出
力

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
感
覚
系
学
習
の
回
路
は
、
聞
く
、
見
る
、
感
じ
る
な
ど
の
情
報
の
入
力
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
」
と
い
う
二
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
路
の
特
徴
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
1０
、
11
行
目
「
運
動
系
回
路
を
通
し
て
相
手
に
自
分
の
意
見
を
話

す
、
と
い
う
情
報
出
力
」
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
解
答
す
る
。
さ
ら
に
、
1９
～
２２
行
目
「
他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
運
動
系
と
感
覚
系
を
同
時
に
働
か
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
必
要
が
あ
り
、『
言
い
換
え
れ
ば
』、
会
話
に
は
「
タ
ー
ン
テ
イ
キ
ン
グ（
話
者
交
代
）」
が
と
て
も
大

事
だ
」
と
あ
る
。

２�　

文
章
の
後
半
で
「
互
い
が
同
じ
だ
け
喋
る
と
い
う
『
話
者
交
代
』
が
な
さ
れ
て
い
る
か
が
会
話
で
は

重
要
で
あ
る
」
と
筆
者
は
述
べ
て
い
る
。
「
人
間
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
は
四
段
落
の
内
容
、
イ
は
一
段
落
か
ら
三
段
落
の
内
容
、

ウ
は
五
段
落
か
ら
七
段
落
の
内
容
を
指
し
て
い
る
。
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